
スポーツ・文化における地域おこし協力隊の活躍例・支援策＜スポーツ庁・文化庁＞

施 策 名
概要
資料

施策概要 担当部署 連絡先
（参考）関連するウェブ

サイトのＵＲＬ等

１

部活動の地域連携や
地域スポーツ・文化
クラブ活動移行に向
けた環境の一体的な
整備

P1

休日の部活動の地域移
行に向け、関係者との
連絡調整の体制や指導
者の確保等に関する実
証事業を実施し、その
成果を普及するととも
に、中学校における部
活動指導員の配置等を
支援。

＜スポーツ＞
スポーツ庁地域ス

ポーツ課

＜文化＞
文化庁参事官（芸

術文化担当）

＜スポーツ＞
03-6734-3954
tiikisport@mext.go.j
p
＜文化＞
03-5253-2832
artedu@mext.go.jp

＜スポーツ＞
https://www.mext.go.jp/spor
ts/b_menu/sports/mcatetop
04/list/1405720.htm
＜文化＞
https://www.bunka.go.jp/sei
saku/geijutsubunka/sobunsai
/1413713.html

２
地域スポーツコミッ
ションの設立・活動
の支援

P2

スポーツ・健康まちづ
くりを地域を挙げて推
進する「地域スポーツ
コミッション」の設立
や事業の多角化に対す
る支援等。

スポーツ庁参事
官（地域振興担

当）

03-6734-3929
stiiki@mext.go.j
p

https://www.mext.go.jp/spor
ts/b_menu/sports/mcatetop
09/list/detail/1372561.htm

スポーツ・文化に関する支援策一覧

～部活動の地域連携や地域スポーツ・文化クラブ活動移行に向けた支援策など～

mailto:tiikisport@mext.go.jp
mailto:tiikisport@mext.go.jp
mailto:artedu@mext.go.jp


≪担当≫【スポーツ庁】地域スポーツ課 地域運動部活動推進係 03-5253-4111(3954）／tiikisport@mext.go.jp
【文化庁】参事官（芸術文化担当）学校芸術教育室 文化活動振興係 03-5253-4111(2832)／artedu@mext.go.jp 1



大学 商工
団体スポーツ

産業

体育
協会

観光
産業地方自治体

地域スポーツコミッション（総称）
各組織との連携・協力、ハブ機能

中心的事務局（推進の核となる組織）
※様々なパターンが存在

地域ス
ポーツ
クラブ

観光
協会

質の向上

スポーツによる地方創生・まちづくりへ

「日本らしいスポーツホスピタリティ」を取り入れたスポーツによる地方創生・まちづくり推進していくため、ス
ポーツツーリズムを中心にスポーツを活用したまちづくりを推進する「地域スポーツコミッション」（地域SC）の
「質の向上」に向け、①新たな事業展開へのチャレンジ等をモデル的に支援するとともに、②基盤となる人
材の育成・確保の取組を推進する。

多角的な事業展開への新たなチャレンジ
「地域SC経営多角化等支援事業」

地域の自治体、スポーツ団体、民間企業・団体等が一体と
なりスポーツによる地域振興に取り組む組織。
※ 地域外からの交流人口拡大のための活動は必須要件

スポーツによる地域活性化・まちづくり担い手育成総合支援事業 令和5年度予算額（案） 204,182千円
（前年度予算額 198,000千円)

側面支援、地域SC基盤人材の育成・確保
「地域SC基盤人材育成サポート事業」

・ 地域SC経営多角化等支援事業に対し、
個別にコンサルティングし、補助事業の効果を
最大化

・ 令和４年度に実施した、地域SCの中心となる
人材の確保・育成に関するニーズ把握等の調査
結果を踏まえ、人材マッチングや人材育成手法
をモデル的に実証

・ 各地域SC間や、地域SCの中心となる人材間
の知見・ノウハウの共有化を図るため、相互の
ネットワーク作りを促進

●アウター事業の事例：
恒常的なスポーツ誘客が可能な
「通期・通年型スポーツアクティビティの創出」

日本発祥の武道をコンテンツ化 ホストタウンのレガシー化

側面サポート

など

オリンピアンによるランニング教室 企業・地域が連携した
多世代運動会

●インナー事業の事例：
地域コミュニティの活性化を図る
「交流イベント・スポーツインライフの推進」

【地域SCの経営の安定】 【地域SCの担い手の育成・確保】

・ 地域SCの多角的な事業展開を後押しするため、
- スポーツツーリズムのコンテンツ開発などの
交流人口を拡大する事業（アウター事業）

- 運動教室などを通じた、地域住民同士の交
流促進を図る事業（インナー事業）

などの新たなチャレンジをモデル的に支援
・ 地域を挙げた取組を一層後押しするため、
地域SCの新設に必要な費用を支援

多角化：上限10,000千円×13地域想定
新 設：上限3,500千円×2地域想定
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スポーツコミッション職員全員が地域おこし協力隊！ 町全体で積極的に活用
宮崎県 都農町

サッカーチーム（ヴェロスクロノス都農）を町に誘致。チームの一部の選手
は、地域おこし協力隊としてツノスポーツコミッションに。農作業の手伝いや
空き家対策、魅力発信事業に従事。活動以外の時間に練習を行ってい
る。現在、都農町全体では38名の地域おこし協力隊が活躍中。（宮崎
県内で1位）

地域おこし協力隊活用事例

【基礎情報】
設立：2019年4月
予算：1億円（2021）
職員数：29人（すべて地域おこし協力隊）

【事業内容】
●大会・合宿誘致及び開催支援
●プロモーション事業
●スポーツ交流人口、経済波及効果の算出
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【事例の要点】　※長官表彰うけてます！
手段：アーバンスポーツ

手法：地域外交流人口向け、アウター

ポイント：オリパラレガシーとして地域スポーツコミッションを創設。単発ではなく、持続的なまちづくり主体となってほしいという考えで、
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